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折原会長が福岡市の
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News!

News!

折原会長が福岡市の水処理センターを視察
回収した再生リンで肥料資源をリサイクル

福
岡
県
本
部
は
地
域
資
源
循
環
型
肥
料「
e
．g
re
e
n （
イ
ー

グ
リ
ー
ン
）」の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。全
農
経
営
管
理
委

員
会
の
折
原
敬
一
会
長
と
福
岡
県
本
部
運
営
委
員
会
の
乗
富
幸
雄
会

長
、
倉
重
徳
也
常
務
理
事
は
5
月
9
日
、
福
岡
市
和
白
水
処
理
セ
ン

タ
ー
を
視
察
し
、実
地
確
認
し
ま
し
た
。

「
e
．g
re
e
n
」は
、2
0
2

2
年
９
月
か
ら
福
岡
県
内

J
A
グ
ル
ー
プ
の
堆
肥
と
福
岡

市
和
白
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
回

収
し
た
再
生
リ
ン
を
原
料
に
活

用
し
た
有
機
質
配
合
肥
料
と
し

て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

植
物
の
生
育
に
必
要
不
可
欠

な
栄
養
素
リ
ン
に
つ
い
て
、
博

多
湾
の
水
質
保
全
の
た
め
に
下

水
か
ら
取
り
除
か
れ
て
い
る
再

生
リ
ン
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
に
加
え
て
、
県
内
の
畜
産
農

場
で
発
生
し
た
堆
肥
を
配
合

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県
内
資

源
の
循
環
に
寄
与
し
て
い
ま

す
。
同
肥
料
は
現
在
累
計
で
約

17
万
5
0
0
0
袋
が
出
荷
さ

れ
、
生
産
者
か
ら
も
非
常
に
好

評
を
得
て
い
ま
す
。

折
原
会
長
は「
再
生
リ
ン
は

白
色
で
、想
像
以
上
に
汚
泥
の
臭

い
も
な
か
っ
た
。輸
入
に
依
存
し

て
い
る
リ
ン
を
下
水
か
ら
回
収

す
る
こ
と
で
、
肥

料
の
価
格
を
抑
え

て
農
家
の
負
担
を

減
ら
す
だ
け
で
な

く
、
環
境
問
題
な

ど
社
会
的
課
題
に

も
貢
献
す
る
大
変

素
晴
ら
し
い
取
り

組
み
だ
」と
話
し

ま
し
た
。

福岡県本部

6月に2026年度研修者募集Web説明会
「ゆめファーム全農トレーニングセンター幸手」開設へ 耕種資材部

全
農
は
、施
設
園
芸
で
就
農
を
希
望
す
る
方
へ
の
研
修
施
設
と
し

て
、2
0
2
6
年
、埼
玉
県
幸
手
市
に「
ゆ
め
フ
ァ
ー
ム
全
農
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
幸
手
」（
栽
培
品
目
：
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ

リ
）を
開
設
し
、研
修
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
者
は
施
設
園
芸
で
就
農

を
希
望
す
る
担
い
手
お
よ
び
新

規
就
農
者
の
方
で
、
募
集
人
数

は
4
人
程
度
で
す
。
研
修
期
間

は
26
年
10
月
～
28
年
9
月（
原

則
2
年
・
応
相
談
）。
研
修
費

用
は
無
料
で
、
研
修
中
は
全
農

の
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
し
給

与
を
支
給
し
ま
す（
社
会
保
険

完
備
）。

研
修
者
は
、
全
農
職
員
の
指

導
の
も
と
温
室
運
営
者
と
し

て
、栽
培
・
労
務
・
収
支
管
理
、

病
害
虫
防
除
な
ど
を
実
践
し
、

座
学（
動
画
教
材
な
ど
）で
潅か
ん

水す
い

・
環
境
制
御
、
植
物
生
理
、

農
業
経
営
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

で
、
全
農
が
10
年
の
実
証
を
通

し
て
培
っ
て
き
た
温
室
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

で
の
研
修
内
容
や
、
応
募
方
法

に
関
す
る
説
明
会（
W
e
b
開

催
）を
6
月
11
日
18
時
、
6
月

20
日
16
時
、
6
月
21
日
10
時
に

開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
左

記
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

再生リンについて説明を受ける折原会長（中央）
と乗富会長（右）

「ゆめファーム全農トレーニングセンター幸手」
完成イメージ（施設農住部作成）

循環資源でつなぐ農業の未来
JA全農ふくれんが取り組む、
持続可能な農業の未来へ

説
明
会

申
し
込
み
は

こ
ち
ら

H
P
は

こ
ち
ら
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News!

News!

呉羽梨グミの発売を富山市長に報告
富山で愛される特産梨を「ニッポンエールグミ」に

富
山
県
本
部
は
5
月
20
日
、「
ニ
ッ
ポ
ン
エ
ー
ル
グ
ミ
」の
新
商
品

で
あ
る「
富
山
県
産
呉
羽
梨
グ
ミ
」の
発
売
に
伴
い
、
富
山
市
の
藤

井
裕
久
市
長
を
訪
問
し
報
告
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
呉
羽
梨
グ
ミ
を
試

食
し
た
藤
井
市
長
は「
風
味
・

甘
味
・
か
み
応
え
が
抜
群
。
か

め
ば
ぐ
っ
と
梨
の
香
り
が
口
の

中
に
広
が
り
、
と
て
も
お
い
し

い
」と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、「
梨
そ
の
も
の
が
市

場
に
出
回
る
際
に
は
、
規
格
上

扱
い
が
難
し
く
な
る
も
の
も
あ

る
が
、
こ
の
グ
ミ
の
よ
う
に
商

品
に
な
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
お

い
し
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

る
。
ぜ
ひ
た
く
さ
ん
の
人
に
味

わ
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
う
し
た

商
品
を
き
っ
か
け
に
多
く
の
方

に
富
山
の
農
産
物
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し

み
」と
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

呉
羽
梨
は
呉
羽
丘
陵
で
栽
培

さ
れ
る
梨
の
総
称
で
、
そ
の
歴

史
は
長
く
、
明
治
30
年
代
ま
で

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
長
き
に
わ

た
っ
て
富
山
県
内
を
は
じ
め
全

国
で
愛
さ
れ
、今
年
も
8
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、J
A

タ
ウ
ン
で
も
販
売
予
定
で
す
。

富山県本部

全国納豆鑑評会で全農会長賞を授与
国産大豆の使用比率向上で需要拡大と安定供給へ 麦類農産部

全
農
は
5
月
9
日
、
東
京
・
上
野
で
開
催
さ
れ
た「
令
和
6
年
度

（
第
28
回
）全
国
納
豆
鑑
評
会
」（
主
催
：
全
国
納
豆
協
同
組
合
連
合

会
）の
表
彰
式
で
、
全
農
経
営
管
理
委
員
会
会
長
賞
を
受
賞
し
た
道

南
平
塚
食
品
㈱（
北
海
道
）と
㈲
菊
水
食
品（
茨
城
県
）に
石
澤
孝
和

麦
類
農
産
部
長
が
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

全
国
納
豆
鑑
評
会
は
、
納
豆

日
本
一
を
決
め
る
コ
ン
ク
ー
ル

と
し
て
納
豆
の
製
造
技
術
改
善

と
品
質
向
上
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
総

出
品
数
は
全
国
70
メ
ー
カ
ー
か

ら
1
8
7
点
。
審
査
は
納
豆
の

外
観
、香
り
、味
・
食
感
の
3
項

目
に
つ
い
て
評
価
し
ま
し
た
。

全
農
経
営
管
理
委
員
会
会
長

賞
と
し
て
小
粒
・
極
小
粒
部
門

で
道
南
平
塚
食
品
㈱「
北
海
道

の
わ
ら
納
豆　
小
粒
」、大
粒
・

中
粒
部
門
で
㈲
菊
水
食
品
の

「
菊
水
の
大
黒
」が
選
ば
れ
ま

し
た
。
受
賞
し
た
商
品
に
は
北

海
道
産
大
豆
の「
ユ
キ
シ
ズ
カ
」

（
道
南
平
塚
食
品
㈱
）、
黒
大
豆

（
㈲
菊
水
食
品
）が
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

輸
入
依
存
度
の
高
い

作
物
の
増
産
を
目
指
す

政
策
の
中
、
そ
の
対
象

と
し
て
注
目
さ
れ
る
大

豆
で
す
が
、
納
豆
で
の

国
産
使
用
比
率
は
25 

%

と
ま
だ
ま
だ
低
い
状
況

で
す
。
全
農
は
鑑
評
会

な
ど
を
通
じ
て
、
国
産

大
豆
の
需
要
拡
大
と
安

定
供
給
を
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
ま
す
。

新発売した「富山県産呉羽梨グミ」

藤井裕久富山市長（左）に呉羽梨グミを手渡す
西井秀将富山県本部長

受
賞
者
に
表
彰
状
を
授
与
す
る

石
澤
孝
和
麦
類
農
産
部
長（
右
）
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News!

News!

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は「
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な

育
成
」を
目
的
に
開
催
し
て
い
て

今
年
で
11
年
目
と
な
り
ま
す
。

は
だ
し
に
な
っ
た
子
ど
も
た

ち
と
、
同
ク
ラ
ブ
の
岡
﨑
亮
平

選
手
、
才
藤
龍
治
選
手
が「
あ

き
た
こ
ま
ち
」の
苗
を
手
植
え

し
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
感
触
に

歓
声
が
上
が
り
、
ぬ
か
る
む
泥

に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら
も
目
印

に
合
わ
せ
一
生
懸
命
苗
を
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
や
、
昼

に
は
子
ど
も
た
ち
が
炊
き
た
て

の「
あ
き
た
こ
ま
ち
」で
お
に

ぎ
り
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

県
本
部
担
当
者
は「
農
業
体

験
を
通
じ
て
普
段
口
に
し
て
い

る
食
べ
物
が
育
つ
環
境
へ
の
理

解
を
深
め
、自
分
で
料
理
を
し
て

食
べ
る
こ
と
で
好
き
嫌
い
を
な

く
し
、食
べ
物
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
意
識
を
も
っ
て
成
長
し

て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

秋
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
第

2
弾
と
し
て
、
実
っ
た
稲
の
収

穫
体
験
を
す
る
予
定
で
す
。

ブラウブリッツ秋田の選手と田植え体験
「元気わくわくキッズプロジェクト」11年目に

秋
田
県
本
部
と
サ
ッ
カ
ー
J
2
リ
ー
グ
の
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ
秋

田
は
5
月
24
日
、「
元
気
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
開
催

し
、小
学
生
11
人
と
保
護
者
9
人
が
秋
田
市
内
の
田
ん
ぼ
で
田
植
え

体
験
を
し
ま
し
た
。

秋田県本部

「美濃いび茶」初共販会 好発進
最高価格は過去最高の１㌔当たり20万円 岐阜県本部

岐
阜
県
本
部
は
4
月
30
日
に「
美
濃
い
び
茶
」の
初
共
販
会
を
開

き
、揖い

斐び

川が
わ
町
と
池
田
町
か
ら
三
つ
の
お
茶
組
合
と
個
人
生
産
者
1

人
の
計
48
点
、2
5
4
9
㌔
の
荒
茶
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外

か
ら
11
社
16
人
の
茶
商
が
参
加
し
、今
年
の
茶
葉
の
出
来
栄
え
を
吟

味
し
ま
し
た
。

2
月
の
雪
や
3
月
の
寒
暖
差

に
よ
り
芽
の
伸
び
が
遅
れ
ま
し

た
が
、
4
月
は
平
年
並
み
の
気

温
が
続
き
順
調
に
生
育
し
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、奥
深
さ
・
渋

み
・
う
ま
さ
を
感
じ
る
高
品
質

な
仕
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
。

出
品
数
と
数
量
は
昨
年
に
比

べ
減
少
し
ま
し
た
が
、
1
㌔
当

た
り
の
最
高
価
格
は
昨
年
の

12
万
円
を
大
幅
に
上
回
る
20
万

円
を
記
録
し
過
去
最
高
と
な
り

ま
し
た
。

抹
茶
の
世
界
的
な
人
気
や
茶

葉
の
海
外
輸
出
増
大
に
よ
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
茶
や
抹
茶
の
原

料
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
資
材
や
肥
料
の
高
騰
に
よ

り
茶
葉
の
生
産
維
持
は
困
難
を

伴
い
ま
す
が
、「
適
期
摘
み
」を

行
い
、
計
画
的
な
生
産
と
製
造

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
全
で
信
頼
性
の
あ

る
茶
を
提
供
す
る
た
め
に
農
業

生
産
工
程
管
理（
G
A
P
）認
証

に
取
り
組
み
、
栽
培
履
歴
の
記

録
を
徹
底
し
、
厳
格
な
生
産
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
生

産
者
が
意
欲
的
に
茶
葉
生
産
に

取
り
組
め
る
よ
う
、有
利
販
売
に

一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

茶
葉
の
品
質
を
吟
味
す
る
茶
商

い
れ
た
茶
を
確
認
す
る
茶
商

プロジェクトに参加した子どもたちと
ブラウブリッツ秋田の選手たち

ドライフラワーアレンジ
メントに挑戦
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ＪＡ町田市
（東京都）

概要 2025 年 3月31日現在

正組合員数 　 　 　       2091人
准組合員数　　　       1万1369人
職員数                     195人
販売品取扱高 　      3億8千万円
購買品取扱高 　      5億6千万円
貯金残高             2680億4千万円
長期共済保有高      4333億9千万円
主な農畜産物  ナス、トマト、ダイコン

の
支
え
に
な
れ
る
よ
う
な
機
能

設
備
を
拡
充
し
ま
し
た
。

新
店
舗
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル

や
蓄
電
池
を
設
置
し
、持
続
可
能

な
開
発
目
標（
S
D
G
s
）の
取

り
組
み
に
即
し
た
建
物
と
な
っ

て
い
ま
す
。災
害
時
に
お
い
て
も

金
融
店
舗
の
営
業
や
電
子
機
器

の
充
電
な
ど
も
可
能
で
す
。

ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
た
だ
お
で
は
、

新
た
に
ベ
ー
カ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

を
新
設
。Ｊ
Ａ
で
は
ア
グ
リ
ハ
ウ

ス
た
だ
お
、ア
グ
リ
ハ
ウ
ス
み
な

み
で
焼
き
た
て
パ
ン
を
楽
し
め

場
野
菜
を
作
る
農
地
が
見
ら
れ

ま
す
。
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
、

「
農
と
住
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
た
全
国
初
の
農
住

団
地
も
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池

太
陽
光
パ
ネ
ル
や
蓄
電
池

生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
店
舗

生
ま
れ
変
わ
っ
た
新
店
舗

2
0
2
4
年
5
月
に
Ｊ
Ａ
町

田
市
忠
生
支
店
と
直
売
所「
ア
グ

リ
ハ
ウ
ス
た
だ
お
」、経
済
セ
ン

タ
ー
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。新
店
舗
は
地
域
の
た
め

に
役
立
つ
機
能
を
持
ち
、暮
ら
し

Ｊ
Ａ
町
田
市
は
東
京
都
の
南

部
に
位
置
す
る
町
田
市
全
域
と

多
摩
市
の
一
部
を
事
業
区
域
と

し
た
Ｊ
Ａ
で
す
。都
内
や
横
浜
市

な
ど
都
心
に
も
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
一
方
、里
山
の
風
景
や
、地

ま
す
。地
場
産
ト
マ
ト
を
使
用
し

た
ピ
ザ
パ
ン
や
地
場
産
ナ
ス
の

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
も
季
節
限
定
で

販
売
し
て
い
ま
す
。ま
た
、米
粉

を
使
用
し
た
米
粉
パ
ン
の
販
売

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、地
産
地

消
・
国
消
国
産
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

学
校
給
食
へ
の
支
援
で

学
校
給
食
へ
の
支
援
で

地
場
産
野
菜
の
販
路
拡
大

地
場
産
野
菜
の
販
路
拡
大

町
田
市
で
は
2
0
2
5
年
1

月
か
ら
中
学
校
の
全
員
給
食
が

開
始
さ
れ
、Ｊ
Ａ
で
は
学
校
給
食

へ
地
場
産
農
産
物
を
届
け
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。学

校
給
食
の
規
格
に
合
わ
せ
た
野

菜
作
り
を
支
援
・
強
化
し
、生
産

量
の
増
加
を
図
っ
た
結
果
、
24

年
度
に
お
け
る
地
場
産
野
菜
の

学
校
給
食
供
給
量
は
昨
年
度
比

で
1
7
4
％
超
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
農
業
者
の
販
路
拡
大
・
所

得
向
上
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
で
は
安
心
・
安

全
・
新
鮮
で
高
品
質
な
農
産
物

を
提
供
し
、地
産
地
消
に
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。直
売
所

改
革
の
要
と
し
て
、全
店
舗
へ
の

安
定
し
た
農
産
物
の
供
給
体
制

を
確
立
し
て
い
ま
す
。市
内
5
カ

所
に
あ
る
直
売
所
ア
グ
リ
ハ
ウ

ス
へ
の
出
荷
者
は
延
べ
3
7
6

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　神奈川県

埼玉県

東京都

地
域
に
役
立
つ
施
設
へ
機
能
拡
充

地
域
に
役
立
つ
施
設
へ
機
能
拡
充

地
産
地
消
で
農
家
の
所
得
向
上

地
産
地
消
で
農
家
の
所
得
向
上

忠生支店 竣
しゅん

工
こう

写真（外観東面）

アグリハウスにベーカリーを新設

忠生支店に設置した蓄電池

地域住民から
大人気の地場野菜
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JA全農・尾本英樹常務理事の審査講評

 

 

優秀賞（計９社、登壇順）

イノベーティブ賞（計6社、登壇順）

講評をする尾本常務理事
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優秀賞を受賞した採択企業とイノベーティブ賞の代表

採択企業９社が決定

JAアクセラレーターは「食と農、
くらしのサステナブルな未来を共創
する」をキャッチコピーとして、革新
的なアイデアや技術をもったスタート
アップを募集・選抜した後、短期間
で集中的に成長を支援し、新ビジネ
スやサービス開発につなげるための

プログラムです。本プログラムでは、
JAグループの強み（店舗をはじめと
する各種インフラ、顧客ネットワー
クなど）を活用しながら、食と農と
くらしに関連したさまざまな社会課
題の解決を目指し、未来のイノベー
ションビジネスを育てていきます。 

AgVenture�Lab (あぐラボ)は、JAアクセラ
レーター第7期の参加企業を決める最終審
査会「ビジネスプランコンテスト」を5月21日
に開催しました。� 【AgVenture�Lab】

7期目となった今回のコンテストには、189社
の応募の中から厳正な書類・面談審査を通過
したファイナリスト15社が登壇。その中からスター
トアップ9社が優秀賞として採択されました。さら
に昨年から設定された「北海道枠」には今年も2

社が採択され、スタートアップの成長を支援する
STARTUP HOKKAIDOなど関係機関の支援
を受けながら、道内での実証実験を実施します。
今後は約5カ月にわたって、プログラムのスポ

ンサーである農林中央金庫・JA全農の職員が
伴走者として支援。JAグループが保有するさま
ざまなアセットも活用しながら、 11月に予定される
DEMO DAY（成果発表会）に向けて、ビジネスプ
ランをさらにブラッシュアップしていきます。
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JA全農の産地直送通販サイト

JAタウンはこちらから
お問い合わせは shop@ja-town1.com

https://www.ja-town.com

ご注文は
こちらから

「岡山白桃」は袋掛け栽培で生産された岡山県産の白い
桃の総称です。岡山の桃づくりの歴史は明治時代までさか
のぼります。
一つ一つ手作業で袋を掛けて育てており、太陽の光を
直接浴びないため赤く色づかず、白に薄い紅色がかかり上
品な甘さと繊維質の少ないとろけるような食感の桃に育ち
ます。
安心して岡山の桃を食べていただくために、光センサー
を導入して確実に選別しています。桃肌の緑色が消えて乳
白色になり、手のひらで持った感じがやわらかく、桃特有
の芳香が豊かに香りだしたら食べ頃です。

おいしいおかやまおいしいおかやま

岩手県本部は、矢巾町のスーパーマーケット「カブセン
ター矢巾店」で4月26、27日の2日間、「いわて牛五ツ星」
の試食販売会を開催しました。岩手県産食材の魅力をPR
する「いわて純情むすめ」らが店頭に立ち、来店客に試食
を呼びかけました。� 【岩手県本部】

青森県を拠点にカブセンターを経営する「紅屋商事」は、
約10年前から「いわて牛」を取り扱っており、岩手県初出店
となる矢巾店のグランドオープンに合わせて試食販売会を実
施しました。
2日間で合計約720㌔の精肉を用意したほか、試食用とし

てサーロインステーキを配布し、お客さまからは「おいしい」
「柔らかい」などの感想が寄せられました。
岩手県本部では今後も「いわて牛」のPRに力を入れ、消
費拡大に取り組んでいきます。

群馬県JA利根沼田産の赤城高原レタスを使用して商品開発
しました。5月18日にはJA管内の圃

ほ

場
じょう

でファミリーマート加盟
店に向けて収穫体験会を開催しました。参加者からは「レタス
を一つ一つ手作業で収穫する大変さを実感した。お客さまに
もおいしさを伝えたい」などの声が聞かれました。
今後も、ファミリーマートと協力した商品開発により国産農畜

産物の価値・魅力を発信し、販売拡大に取り組んでいきます。

全農は、ファミリーマートと連携し、「赤
城高原レタスを使ったレタスミックス」を5月27日から東北・関東
エリアのファミリーマート約7000店舗で発売しました。�
� 【営業開発部・群馬県本部】

岡山白桃５～６玉
岡山県産【お中元】
…7600 円（税込み）
※７月中旬ごろ～８月上旬発送

※店舗によって取り扱いのない場合があります。

発行／全国農業協同組合連合会 2025年（令和7年）6月9日発行（毎週月曜日発行）
第3507号　編集・発行人／広報・調査部　澤田洋志　
〒100ー6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

『ＪＡ全農トピックス』の公式
 Xはこちらから

全農グループ販売7社合同X（旧Twitter）
アカウント「国産たくさん」国産食材の魅力
を日々 発信中！　フォローはこちらから
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